
 

 

 

 

 

 

 「今年の新語・流行語大賞」「今年の漢字」が発表されました。流行語大賞は「３密」、今年の漢字

は「密」でした。正直、予想通りで「やっぱりね」と思った方も多いと思います。どちらもコロナに

関する言葉で、今年はコロナ抜きでは語れないというのは確かかもしれません。しかし、「密」という

言葉は、本来は「関係が深いこと、親しいこと」を表す言葉でもあり、いい意味で使われることが多

い言葉でした。「密」を避けなければならない今の状況は残念でなりません。子供も大人も、体の「密」

は避けても、心の「密」（つながり）は大切に持ち続けたいですね。生徒の皆さん、保護者・地域の皆

様にとって、来年こそはよい年になりますように・・・ 

Merry Xmas and a Happy New Year ! 

 

【全市一斉土曜授業】 ～ そーらん発表会 ～ 

 11月 2１日（土）は、全市一斉土曜授業の日でしたが、本校では、体育祭を中止にしたためできな

かったそーらん発表会を実施しました。今回は感染防止に配慮して、1 校時から 3 校時を使って学年

ごとに発表するとともに、地域の方には本当に申し訳ない思いでいっぱいですが、保護者の方のみの

参観とさせていただきました。また、例年より練習期間が短いことを考慮して、隊形移動を入れない

「その場踊り」の形で実施しました。練習から本番まで、様々な制限や変更があったにもかかわらず、

子供達のそーらんに取り組む姿勢は、いつもの年と変わらず元気いっぱいでした。特に３年生からは、

いつもの年以上に熱意と気合いを感じました。総大将の本橋 頼君の口上、女子のそーらんリーダーに

よる宣誓、男子のそーらんリーダーによるソーラン節の熱唱と、どれもが堂々としていて見ごたえが

あり、熱い思いが伝わってくる素晴らしいものでした。初めて中学校のそーらんに臨んだ１年生も、

例年のように先輩達から十分に教えてもらうことができないハンデのある中で、いかにも１年生らし

く、元気にはつらつと演じていました。正直に言うと、今の感染状況の中で、そーらん発表会を実施

するべきかどうか、かなり悩みましたが、３年生の演技が終わった後に、ある保護者の方から涙ぐみ

ながら「実施してくれてありがとうございます」という感謝の言葉をいただいた時には、心が救われ

た思いでした。子供達は、どんな状況の中でも「雀中魂」という伝統をしっかりつないでくれていま

す。来年は、今の２年生が最上級生としてリーダーシップを発揮し、そーらんの「完全版」を見事に

披露してくれると信じています。 
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【冒険活動教室】 ～ 努力と協力 深まる絆 壁のその先 輝く笑顔 ～ 

 １１月２６日（木）、当初は夏休み明けすぐに２泊３日で実施するはずだった１年生の冒険活動教室

を実施しました。今年度は、感染防止対策として市内すべての中学校が「日帰り」に変更しての実施

でした。当然、活動内容は限られてしまいますし、友達と一緒に宿泊する経験もできず、残念に思っ

ていた生徒も多かったはずですが、それでも生徒達は、登山や選択活動に元気に笑顔で取り組んでい

ました。校長の私からは、前日の事前指導の集会で、「チャレンジ（何事にも積極的に挑戦しよう）、

コントロール（自分の心をしっかりコントロールして約束を守ろう）、コミュニケーション（友達とた

くさん話をしてコミュニケーションを深めよう）」の３つを実行してくれるようお願いしました。 

わずか１日の活動でしたが、勇気を出して挑戦したり、あきらめずに困難を乗り越えたり、みんな

で協力し助け合ったりする中で、クラスや学年の仲間との絆が大いに深まってくれたことを願ってい

ます。そして、冒険活動を通してひと回りステップアップした姿を、今後の学校生活で見せてくれる

ことを期待しています。 

 

  

 

 

 

 

 

【ロボットチャレンジ】 ～ 科学部の生徒達が大活躍！ ～ 

 11 月７日（土）、子ども総合科学館において、第３１回科学技術コンクール「ロボットチャレンジ

２０２０」が開催され、本校の科学部の生徒達が出場しました。どのチームも、独自に工夫して制作

したロボットを駆使して課題をクリアしながらゴールを目指し、タイムを競い合いました。私自身、

ロボットチャレンジを見るのは初めてだったので、とても興味深かったです。そして気になる結果は

と言うと、入賞した上位８チーム（ベスト８）のうち、なんと５チームを本校の生徒達が占めるとい

う快挙を成し遂げました。中でも、３年生の手塚利公くん、伊東空澄くんのペアが圧倒的なタイムで

優勝に輝き、同じく３年の安倍康司くん、内山歩夢くんのペアも準優勝という素晴らしい結果でした。

本校の生徒達が様々な分野で活躍してくれていることを本当にうれしく思います。科学部の皆さん、

お疲れさまでした！ 

 【大会結果】  

優 勝  手塚利公、伊東空澄ペア（３年）   

 準優勝  安倍康司、内山歩夢ペア（３年）   

５ 位  寺田旅羽、佐藤隼人ペア（３年） 

 ６ 位  大木龍登くん（１年） 

 ８ 位  福地優輝、藤原義晃ペア（３年） 

 

 

 コロナウイルスの感染状況は、年末年始に向けてますます心配な状況です。特に３年生 

は、年明けすぐに私立高校の入試が始まります。コロナウイルスそしてインフルエンザの 

感染に十分に気をつけて、ベストの状態で受験に臨んでほしいと思っています。 

今年度、本校では「『新しい生活様式』を意識して、感染防止のために主体的に判断し、 

行動できる生徒の育成」を重点目標のひとつに掲げています。学校における感染防止の上で、

生徒達が、人から言われなくても常に「新しい生活様式」を意識し、自ら感染防止に気をつけなが 

ら生活できるようになることがとても大切だと考えています。冬季休業中は、ぜひご家庭において 

も、子供達の自覚を促し、安心・安全な生活を送れるようご協力をお願いいたします。 

保護者・地域の皆様には、今年一年、本校の教育活動に対してご理解、ご協力をいただきありが 

とうございました。来年もどうぞよろしくお願いいたします 


